
 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロシアのウクライナ侵攻に対する 

清水 富雄 横浜市会議長コメント 

 

 横浜市会は、このたびのロシアによるウクライナ侵攻に強く抗議します。 

姉妹都市であるオデッサ市が攻撃を受けているとの情報もあり、オデッサ

市民の皆様の安否を案じております。 

 今回の暴挙は、欧州にとどまらず、国際社会の平和と秩序を脅かすもので

す。横浜市会は、国連に認定されたピースメッセンジャー都市として、世界

の恒久平和に向け、即時の攻撃停止と部隊の撤収、国際法を順守した誠意あ

る対応を強く求めます。 

  

 

 

 

なお、清水議長は全国市議会議長会会長として、地方六団体共同声明を本日発表してい

ますので、参考にお知らせします。 

 
 
 

 ※地方六団体とは 

 地方六団体は、首長の連合組織である 全国知事会 、全国市長会 、全国町村会 の三団体、及び

議長の連合組織である 全国都道府県議会議長会 、全国市議会議長会 、全国町村議会議長会 の三

団体とがあり、これらの団体はいずれも地方自治法第 263 条の３に規定されている全国的連合組

織に位置づけられています。 

 

 

お問合せ先 

議会局 秘書広報課長 柴垣 涼  Tel 045-671-3079 
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横 浜 市 記 者 発 表 資 料 



ロシアによるウクライナ侵攻について

２月２４日、ロシアはウクライナへの軍事侵攻を行った。 

 このことは、国際社会ひいては我が国の平和と秩序、安全

を脅かし、明らかに国連憲章に違反する行為であり、断じて

容認できない。 

 ここに我が国の地方自治体を代表して、ロシア軍による攻

撃やウクライナの主権侵害に抗議するとともに、世界の恒久

平和の実現に向け、ロシア軍を即時に完全かつ無条件で撤退

させるよう、国際法に基づく誠意を持った対応を強く求める。 

 また、政府においては、邦人の確実な保護や我が国への影

響対策について万全を尽くしていただきたい。 

令和４年（２０２２年）２月２５日 

地方六団体 

全 国 知 事 会 会 長 平井 伸治 

全国都道府県議会議長会会長 柴田 正敏 

全 国 市 長 会 会 長 立谷 秀清 

全 国 市 議 会 議 長 会 会 長 清水 富雄 

全 国 町 村 会 会 長 荒木 泰臣 

全国町村議会議長会会長 南雲 正 
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